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企業の取り組みや開示の特徴
「エコアクション21」の認証にあたって、食品ロスを2022年度に対2013年度比で48％削減することを目
標に掲げる。また、重点取組事項として「廃棄物排出量削減」「フードバンク推進」を明記。

サスティナビリティレポート
（当該期の価値創造・事業概況の開示）

• 価値創造ストーリーを提示したうえで
経営計画、事業概況、サステナビリ
ティマネジメント等に関して説明。

• 価値創造のOUTCOMEの一つとして「食
品ロス削減」を掲げる。

• マテリアリティについては、有報と同
様、廃棄物排出量の削減」を示し、目
標・KPIと当該期の進捗実績を記載。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• 有報や統合報告書では詳説されていな
かった、サステナビリティ基本方針等
の各種方針、マテリアリティ特定のプ
ロセスを説明。

• 「食品廃棄物の削減」に向けた具体的
な取り組みとして、生産工程の改善、
食品廃棄物の減量化、リサイクル、賞
味期限の延⾧等の活動を紹介。

https://www.s-store.co.jp/sustainable/http://s-
store.webcatalog.jp/sustainabilityreport22

食 リFB食 リFB



【サスティナビリティレポート】

株式会社静鉄ストア サスティナビリティレポート2022
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【サスティナビリティレポート】

株式会社静鉄ストア サスティナビリティレポート2022
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【ウェブサイト】

株式会社静鉄ストア ウェブサイト「しずてつストア SDGs」
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株式会社ローソン（流通業・小売業）
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企業の取り組みや開示の特徴
Lawson Blue Challenge 2050を掲げており、「CO2削減」「食品ロス削減」「プラスチック削減」の3項目
について目標（KPI）も策定している。取り組み内容についてもウェブサイトを中心に詳細に紹介されて
いる。

有価証券報告書
（当該期の経営実績の開示）

• 食品ロス削減目標を示すとともに、発
生してしまった余剰商品への具体的な
対策、新しい試み等についても説明し
ている。

統合報告書
（当該期の事業戦略・価値創造の開示）

• グループ全体での環境への取り組み目
標を示していることに加え、推進体制
や具体的な取り組みなどについて詳細
に説明している。

• 「サプライチェーンの最適化と食品ロ
ス削減の両立」の取り組みを説明して
おり、企業価値向上につながる取り組
みである点も説明されている。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• 発生抑制（リデュース）、再利用（リ
ユース）、再生利用（リサイクル）の
各区分での取り組みを詳細に説明して
いる。

https://www.lawson.co.jp/company/ir/libra
ry/edinet/

https://www.lawson.co.jp/company/ir/library/an
nual_report/

https://www.lawson.co.jp/company/activity
/
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【有価証券報告書】

株式会社ローソン 有価証券報告書‐第48期（2022/3/1 – 2023/2/28）
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• 目標（KPI)が示されている。
• 発生してしまう余剰品について、同社ならではの食品

ロス削減の取り組みが示されている。

記載例のポイント
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【統合報告書】

株式会社ローソン 統合報告書2023
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【統合報告書】

株式会社ローソン 統合報告書2023
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【統合報告書】

株式会社ローソン 統合報告書2023
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【ウェブサイト】

株式会社ローソン ウェブサイト「地球環境保全の取り組み」
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【ウェブサイト】

株式会社ローソン ウェブサイト「地球環境保全の取り組み」
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